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供
、
実
績
を
あ
げ
て
き
た
。

　

同
社
の
山
本
強
社
長
に
よ
る
と
、「
再
解

析
し
た
結
果
、
当
初
の
地
盤
調
査
で
改
良
工

事
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
敷
地
の
う
ち
約
７

割
は
工
事
不
要
と
判
定
さ
れ
た
」
と
い
う
。

　

「
地
盤
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
Ⓡ
」
で
は
、

改
良
工
事
を
行
わ
な
い
、
第
三
者
の
立
場
か

ら
調
査
報
告
書
を
再
判
定
し
、
そ
の
結
果
を

依
頼
者
に
通
知
。
証
明
書
の
発
行
を
希
望
す

る
依
頼
者
に
対
し
、「
地
盤
解
析
報
告
書
」

と
「
地
盤
品
質
証
明
書
」（
発
行
料
：
８
万

４
０
０
０
円
）
を
発
行
す
る
。「
地
盤
品
質

証
明
書
」
に
は
、
引
渡
し
日
か
ら
10
年
間
、

最
高
５
０
０
０
万
円
の
地
盤
補
償
が
含
ま
れ

る
。
工
事
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、

無
料
と
な
る
。
第
三
者
の
目
で
地
盤
調
査
の

デ
ー
タ
を
再
チ
ェ
ッ
ク
で
き
、
過
剰
な
改
良

工
事
も
防
げ
る
と
あ
っ
て
、
多
く
の
ビ
ル
ダ

ー
か
ら
支
持
さ
れ
た
。「
地
盤
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
Ⓡ
」
は
、
２
０
０
８
年
の
会
社
設

立
か
ら
今
年
７
月
末
ま
で
の
間
で
累
計
２
万

５
０
０
０
棟
の
依
頼
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

　

建
物
の
地
盤
が
原
因
と
な
る
欠
陥
住
宅
が

社
会
問
題
と
な
り
、
住
宅
業
界
で
は
地
盤
ビ

ジ
ネ
ス
に
脚
光
が
集
ま
っ
た
。
東
日
本
大
震

災
で
は
、
東
京
湾
岸
を
中
心
に
大
規
模
な
液

状
化
が
発
生
し
、
多
く
の
宅
地
が
被
害
を
受

け
た
こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
住
宅
の
地
盤
対

策
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
地
盤
会
社
の
間
で
は
、

地
盤
調
査
か
ら
地
盤
解
析
、
地
盤
改
良
工
事
、

地
盤
補
償
を
一
括
し
て
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
が
一
般
化
し
て
き
て
い
る
。
ビ
ル
ダ

ー
に
と
っ
て
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
利
点
が
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
こ
う
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
地
盤
調
査
に
よ
る
判
定
が
過
剰
な
改
良

工
事
判
定
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
い
う
指
摘

も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
地
盤
会
社
に
と
っ
て
最

も
収
益
が
見
込
め
る
の
は
改
良
工
事
だ
か
ら

だ
。
こ
の
た
め
、
判
定
が
「
要
改
良
工
事
」

に
傾
き
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
だ
。

  

調
査
デ
ー
タ
の
再
判
定
サ
ー
ビ
ス
で

  

実
績
を
積
む

　

そ
う
し
た
な
か
、
地
盤
解
析
を
専
門
と
す

る
地
盤
ネ
ッ
ト
は
、
第
三
者
の
立
場
か
ら
調

査
デ
ー
タ
を
再
解
析
し
、
地
盤
改
良
工
事
が

必
要
か
否
か
を
再
判
定
す
る
「
地
盤
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
Ⓡ
」
を
ビ
ル
ダ
ー
な
ど
に
提
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目
指
す
は〝
地
盤
革
命
〞

独
自
視
点
の
調
査
・
解
析
で
適
切
な
改
良
工
事
へ
と
導
く

地
盤
業
界
に
新
風
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
地
盤
ネ
ッ
ト
（
東
京
都

中
央
区
・
山
本
強
社
長
）。
無
駄
な
地
盤
の
改
良
工
事
を
防
ぐ

た
め
、
過
剰
に
判
定
さ
れ
が
ち
な
改
良
工
事
判
定
を
第
三
者
の
目
で
再

チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
地
盤
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
Ⓡ
」
で
業
績
を
伸
ば
し

て
き
た
。
施
主
の
立
場
に
立
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
さ
ら
な
る
成
長

を
目
指
し
て
い
る
。
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同
社
は
独
自
の
解
析
手
法
、
地
盤
基
礎
仕

様
の
判
定
方
法
を
構
築
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
改
良
工
事
が
不
要
と
判
定
し
た
物
件
で

の
地
盤
沈
下
事
故
は
ゼ
ロ
だ
。
そ
の
た
め
、

地
盤
基
礎
仕
様
判
定
方
法
、
地
盤
基
礎
仕
様

判
定
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
地
盤
基
礎
仕
様
判
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
許
も
申
請
し
た
。

  

調
査
か
ら
補
償
ま
で

  

一
貫
し
て
提
供
す
る
新
サ
ー
ビ
ス
も

　

地
盤
調
査
の
段
階
か
ら
手
掛
け
る
「
地
盤

安
心
住
宅
Ⓡ
シ
ス
テ
ム
」
の
提
供
も
始
め
た
。

地
盤
調
査
か
ら
解
析
、
対
策
、
補
償
ま
で
一

貫
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　

特
に
地
盤
調
査
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
調

査
が
で
き
る
調
査
会
社
の
選
定
に
注
力
し
た
。

　

「
改
良
工
事
の
受
注
を
目
的
と
し
な
い
、

信
頼
し
て
調
査
を
任
せ
ら
れ
る
地
盤
調
査
会

社
を
選
ん
で
い
る
」（
同
）
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
正
確
な
調
査
を
行
う
た
め
に
は
、

調
査
方
法
も
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
地
盤

調
査
で
最
も
普
及
し
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

式
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試
験
（
Ｓ
Ｓ
試
験
）
に

は
手
動
式
や
機
械
式
、
半
自
動
式
な
ど
い
く

つ
か
の
方
式
が
あ
る
。
同
社
に
よ
る
と
最
も

信
頼
で
き
る
の
が
手
動
式
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

に
も
制
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
手
動
式

は
作
業
者
へ
の
負
担
が
大
き
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
地
盤
調
査
の
機
械
器
具

の
設
計
・
開
発
・
製
造
・
販
売
な
ど
を
行
う

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ア
ン
ド
ス
ペ
ー
ス
（
群
馬
県

桐
生
市
・
田
村
明
美
社
長
）
や
土
木
建
設
機

械
な
ど
の
販
売
を
行
う
伊
藤
忠
建
機
（
東
京

都
中
央
区
・
池
野
淳
社
長
）
と
共
同
で
、
Ｓ

Ｓ
試
験
用
の
半
自
動
地
盤
測
定
機
を
開
発
し

た
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
準
拠
し
た
も
の
で
、
公

平
で
正
確
な
デ
ー
タ
を
取
得
で
き
る
と
い
う
。

調
査
会
社
な
ど
に
採
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

「
地
盤
安
心
住
宅
Ⓡ
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、

調
査
会
社
に
よ
る
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
同
社

が
地
盤
解
析
を
行
い
、
判
定
。
地
盤
調
査
報

告
書
で
、
ど
の
よ
う
な
地
盤
対
策
が
必
要
か

を
提
案
す
る
。
報
告
書
の
発
行
を
受
け
た
物

件
に
は
、
引
渡
し
日
か
ら
10
年
間
、
最
高
５

０
０
０
万
円
ま
で
の
地
盤
補
償
も
行
う
。

　

「
地
盤
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
Ⓡ
」
で
培

っ
て
き
た
信
頼
感
か
ら
、「
地
盤
安
心
住
宅
Ⓡ

シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
す
る
ビ
ル
ダ
ー
も
増
え

て
い
る
と
い
う
。
同
社
は
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
企
業
に
加
盟
店
登
録
の
加
入
を
推
進
し

て
お
り
、
登
録
ビ
ル
ダ
ー
数
は
２
０
１
２
年

７
月
時
点
で
２
２
５
６
社
に
の
ぼ
る
。

   

地
盤
改
良
工
事
の
欠
陥
工
事
を
未
然
に

防
ぐ「
地
盤
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
Ⓡ
」を
養
成

　

地
盤
改
良
工
事
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
場

合
、
工
事
が
適
切
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
体
制
も
整
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

山
本
社
長
に
よ
る
と
、
地
盤
改
良
工
事
後

に
発
生
す
る
事
故
の
要
因
の
多
く
が
施
工
不

良
に
起
因
す
る
と
い
う
。
そ
の
一
方
で
、
完

成
後
の
検
査
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い

の
が
実
情
だ
。

　

「
欠
陥
工
事
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

工
事
の
チ
ェ
ッ
ク
が
欠
か
せ
な
い
」（
同
）。

そ
こ
で
、
同
社
で
は
専
門
家
を
工
事
現
場
に

派
遣
し
、
欠
陥
工
事
の
恐
れ
が
な
い
か
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
工
事
が
行

わ
れ
る
よ
う
指
導
・
助
言
す
る
体
制
を
整
え

る
。
検
査
を
行
っ
た
物
件
に
は
「
地
盤
改
良

工
事 

検
査
済
証
」
を
発
行
す
る
。
ビ
ル
ダ

ー
に
と
っ
て
は
施
主
に
対
し
て
改
良
工
事
が

適
切
に
行
わ
れ
た
こ
と
の
証
明
が
で
き
る
。

　

そ
の
た
め
の
人
材
と
し
て
「
地
盤
イ
ン
ス

ペ
ク
タ
ー
Ⓡ
」を
養
成
す
る
考
え
だ
。（
一
社
）

地
盤
安
心
住
宅
整
備
支
援
機
構
が
、
建
築
士

な
ど
を
対
象
に
11
月
か
ら
養
成
講
座
を
開
始

す
る
。
受
講
後
の
試
験
に
合
格
す
る
と
「
地

盤
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
Ⓡ
」
と
し
て
の
資
格
が

得
ら
れ
、
同
社
の
「
地
盤
改
良
工
事 

検
査

済
証
」
の
発
行
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
。

　

す
で
に
募
集
を
開
始
し
て
い
る
が
、
地
盤

に
つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う
建
築
士
や
住
宅

会
社
な
ど
か
ら
の
応
募
も
多
い
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、「
地
盤
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
Ⓡ
」「
地
盤
安
心
住
宅
Ⓡ

シ
ス
テ
ム
」
の
受
注
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い

く
。「
月
に
１
万
４
０
０
０
〜
１
万
５
０
０
０

件
が
目
標
」（
同
）
と
し
て
お
り
、
地
盤
調

査
市
場
に
お
け
る
シ
ェ
ア
40
％
を
目
指
す
。

　近年、地盤業界では改良工事の受注を目的に調査
を実施するビジネスが増えています。住宅の安全を
確保するうえで地盤は重要な部分です。改良が必要
と言われれば、高額でも施主は工事を実施しようと
します。ビルダーもそのために他の部分の予算を削
られても受け入れざるを得ない。この結果、本来必
要のない改良工事まで実施されているケースもある
のです。
　それでは施主に不利益が生じてしまう。地盤会社
もそうですが、こうした施主にとっての過剰投資が

住宅会社には重く受け止められていないのではない
でしょうか。
　施主にとって家を建てる機会は、一生に一度か二
度あるかどうかです。一方、住宅会社は月に何棟、
何十棟と建てています。両社の間には当然、意識や
情報のギャップが生じます。当社のビジネスはそう
した両者のギャップを埋めていく、住生活エージェ
ントの役割を担っていると考えています。将来的に
は、地盤だけでなく、住宅づくり全般において、施
主の不利益解消に取り組んでいけたらと思います。
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施主の不利益解消に取り組んでいく


